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９
月
29
日
か
ら
10
月
９
日
の

11
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

第
62
回
国
民
体
育
大
会
「
秋
田

わ
か
杉
国
体
」。
秋
田
県
は
、

念
願
と
し
て
い
た
天
皇
杯
（
男

女
総
合
成
績
１
位
）
と
皇
后
杯

（
女
子
総
合
成
績
１
位
）
を
大

会
史
上
初
め
て
獲
得
し
ま
し

た
。46

年
ぶ
り
２
回
目
の
秋
田
県

開
催
と
な
っ
た
今
大
会
に
は
、

全
国
か
ら
約
２
万
５
千
人
の
選

手
ら
が
集
い
、
県
内
各
地
で
行

わ
れ
た
競
技
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

ま
た
、
第
７
回
全
国
障
害
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
「
秋
田
わ
か
杉

大
会
」
が
、
10
月
13
日
か
ら
同

15
日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

市
内
出
場
選
手
の
活
躍
も
多

く
聞
か
れ
る
な
ど
、「
秋
田
わ

か
杉
国
体
」「
秋
田
わ
か
杉
大

会
」
両
大
会
と
も
盛
会
裡
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

たくさんの感動を残し閉幕
秋
田
県
選
手
団

念
願
の
天
皇
杯
・

皇
后
杯
を
獲
得



3

国体特集号

潟
上
市
で
は
、
相
撲
競
技
と

レ
ス
リ
ン
グ
競
技
（
少
年
）
が

開
催
さ
れ
、
各
競
技
会
場
は
、

連
日
大
勢
の
観
客
で
埋
め
尽
く

さ
れ
ま
し
た
。
半
世
紀
に
一
度

の
国
内
最
大
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
を
見
よ
う
と
会
場
を
訪

れ
た
観
客
は
、
延
べ
約
２
万
４

千
人
。
こ
の
大
声
援
は
選
手
た

ち
の
活
躍
を
後
押
し
し
た
に
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。

国
体
成
功
の
キ
ー
ワ
ー
ド

「
民
泊
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民

泊
協
力
会
の
み
な
さ
ん
が
、
選

手
・
監
督
た
ち
を
「
家
族
」
と

し
て
受
け
入
れ
、
心
温
ま
る
お

も
て
な
し
で
交
流
を
深
め
ま
し

た
。民

泊
協
力
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
み
な
さ
ん
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
で
数
え
切
れ
な
い
数
の

方
々
が
一
丸
と
な
り
盛
り
上
げ

た
国
体
。
全
国
か
ら
集
ま
っ
た

選
手
・
監
督
た
ち
、
そ
し
て
私

た
ち
の
心
に
い
つ
ま
で
も
残
る

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

潟上市内各会場を訪れた観客は
延べ 約２万４千人

秋田わか杉大会開会式では、
菅原三朗さん（昭和大久保）が、
総勢408人の秋田県選手団の
団長として堂々の入場行進
（写真提供／県障害者スポーツ協会）

初の天皇杯・皇后杯を獲得。
秋田県選手団が解団式で万歳三唱
（写真提供／秋田魁新報社）



4

相撲競技 

９
月
30
日
か
ら
10
月
３
日
ま
で
、
天
王
総
合

体
育
館
を
会
場
に
相
撲
競
技
（
少
年
・
成
年
）

が
行
わ
れ
、
会
場
に
は
、
迫
力
満
点
の
取
り
組

み
を
一
目
見
よ
う
と
、
連
日
た
く
さ
ん
の
観
客

が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

地
元
の
大
声
援
を
受
け
試
合
に
臨
ん
だ
秋
田

県
チ
ー
ム
。
団
体
戦
で
は
、
少
年
、
成
年
Ｂ
が

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
１
回
戦
で
惜
し
く
も
敗
退

し
ま
し
た
が
、
成
年
Ａ
は
５
位
入
賞
を
果
た
し

ま
し
た
。

個
人
戦
で
は
、
成
年
Ｂ
で
日
景
清
悦
さ
ん

（
比
内
養
護
学
校
た
か
の
す
分
校
教
員
）
が
、

成
年
Ａ
で
は
、
渋
谷
悟
さ
ん
（
日
本
通
運
）
が

見
事
優
勝
し
、
地
元
の
期
待
に
応
え
ま
し
た
。

大
会
３
日
目
の
10
月
２
日
に
は
、
三
笠
宮
瑶

子
女
王
殿
下
が
競
技
を
ご
観
戦
。
た
く
さ
ん
の

市
民
の
お
出
迎
え
を
受
け
、
成
年
Ａ
団
体
予
選

の
試
合
を
熱
心
に
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
、
公
開
演
技
と
し
て
県
内
女

子
選
手
が
試
合
を
披
露
。
男
子
顔
負
け
の
激
し

い
立
会
い
、
取
り
組
み
で
観
衆
の
目
を
引
き
つ

け
て
い
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
天
王
中

学
校
、
天
王
南
中
学
校
の
生
徒
た
ち
が
プ
ラ
カ

ー
ド
持
ち
や
式
典
の
進
行
な
ど
で
大
活
躍
。
一

般
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
も
駅
で
の
案

内
や
会
場
の
清
掃
な
ど
で
大
会
を
支
え
て
く
れ

ま
し
た
。

秋田県勢の戦績（敬称略）

少年
団体　決勝トーナメント進出
個人　西方　大介（金足農業高校３年）

決勝トーナメント進出
佐藤　且也（平成高校３年）

決勝トーナメント２回戦進出
伊藤　将明（金足農業高校３年）

決勝トーナメント２回戦進出

成年Ｂ
団体　決勝トーナメント進出
個人　日景　清悦（比内養護学校たかのす分校教員）優　勝

舘山　　孝（鷹巣農林高教員） 第５位

成年Ａ
団体　第５位
個人　渋谷　　悟（日本通運）優　勝

とき：9/30～10/3 ところ：天王総合体育館

（少年・成年）

成年A個人で優勝した渋谷選手の激しいつっぱり



スムーズな大会進行に一役：放送委員
佐藤めぐみさん（飯田川下虻川）写真左
菅原　　舞

ま い

さん（秋田明徳館高校３年・昭和大久保）写真右

次々と試合が行われていく相撲競技。この速いテンポを作り出すために重

要な役割を担ったのが、放送委員のみなさんでした。一般応募で参加したお

二人にインタビュー。

「会場の大歓声は心地よかった。一生に一度かもしれない地元国体で、自分の声をみなさんに届けることができて

うれしかった。いい思い出になりました」と佐藤さん。菅原さんは「国体という大きな大会で、放送ができてうれ

しかったです。２年前から研修を積んできて、大変だったこともあったけれど、無事に終えることができてよかっ

たです。この国体のおかげで、相撲の競技放送という特技が増えました」と笑顔で話してくれました。

5

相撲競技国体特集号

国体史上初めて、本土表に女子相
撲が登場。相撲競技を男女共通の
スポーツに発展させるため、秋田
県では全国に先駆けた取り組みが
なされています

日景先生の応援にかけつけ成年Bの勝利に大
喜びの比内養護学校の生徒たち

三笠宮瑶子女王殿下が競技をご観戦 会場は熱気と大声援に包まれ、選手たちの緊張もさらに高まります

選手たちは休憩所でリラックス

「青森がんばれどぉー」

しっかりと役目を果たした中学生たちわたしたちの声援、選手に届いたかな
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レスリング競技 レスリング競技 

昭
和
体
育
館
を
会
場
に
10
月
５
日
か
ら
８

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
・
少

年
。
今
大
会
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
仮
設
ス

タ
ン
ド
（
４
４
６
席
）
は
連
日
満
席
で
、
会

場
は
立
ち
見
客
が
出
る
ほ
ど
の
人
出
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

こ
の
大
声
援
の
中
、
秋
田
県
勢
が
大
活
躍
。

地
元
・
飯
田
川
下
虻
川
の
伊
藤
晃
平
く
ん

（
秋
田
商
業
高
校
３
年
）
が
、
フ
リ
ー
ス
タ
イ

ル
66
kg
級
で
５
位
入
賞
。
そ
の
ほ
か
、
秋
田

県
チ
ー
ム
は
、
準
優
勝
４
人
、
３
位
３
人
と
、

出
場
選
手
８
人
全
員
が
入
賞
を
果
た
す
、
素

晴
ら
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五

城
目
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
成
年
で
は
、

潟
上
市
出
身
の
３
人
が
大
活
躍
し
、
総
合
優

勝
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
記
録
や
放
送
、
環
境
美
化
な
ど

を
羽
城
中
学
校
、
秋
田
西
高
校
の
生
徒
や
一

般
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
に
協
力
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
競
技
の
進
行
が
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
た
裏
に
は
、
こ
の
よ
う
な
人
た

ち
の
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。

（少年）
とき：10/5～10/8 ところ：昭和体育館
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レスリング競技国体特集号

お疲れさまでした
お風呂上がりで超リラックスの
３人の秋田県選手。左から、フリ
ー120㎏級準優勝の齊藤信之介く
ん、フリー66㎏級５位の伊藤晃平
くん、グレコ96㎏級３位の菊地匠
くんです。｢１回戦で負けてしま

ったらどうしようと地元の声援がプレッシャーになって体が動き
ませんでした。でも２回戦からは逆に力になりました。あんなに
応援してもらったことはありません。練習、練習の毎日で家にい
る時間より合宿所にいる時間の方が長かったです。もっと上を狙
いたかったのですが…。とりあえず終わりました。ありがとうご
ざいました｣と晃平くん。首にヨン様風にタオルを巻いて、はじ
けるような笑顔をみせてくれました。

菅原ひかりさん（昭和出身）

世界王者と対戦
10月８日、成年の会場となった広域五城目体育館では、

世界選手権金メダリストの伊調千春・馨姉妹など日本トップ

クラスの女子選手による２試合のエキシビションマッチが行

われました。その１試合目に、昭和大久保出身の菅原ひかり

さん（一志中２年・三重県）が、伊調千春さんと対戦。鍛え

上げられた技とスピードで観衆を魅了しました。

豪快な投げ技が決まる

熱い声援を送る大久保小児童

ドクター大忙し！

一筆一筆心をこめて選手と協力会が一体となって応援

「おもてなし隊」がプレゼントを手渡しました

試合から一瞬も目が離せない
得点・時計補助員

「おつかれさま」の一言が心に届くんです

菅原ひかりさんの家に世界のメダリストが大集合
昭和大久保の菅原宏樹さんの家には、全日本女子レスリ
ングの栄コーチはじめ、吉田沙保里さん、伊調千春さん、
伊調馨さんら世界の金メダリストたちが勢揃い。国体のエ
キシビションマッチに出場するため、三重県にレスリング
留学をしている菅原ひかりさんとのご縁で来秋したもので
す。ひかりさんがお世話になっているという吉田沙保里さ
んのお母さんも一緒です。食欲旺盛で、きりたんぽをお代
わりし、終始笑顔で、楽しい会話が弾んでいました。

エキシビションマ
ッチ

心配そうに“おらほの選手”を見守る協力会のみなさん



レスリング成年
グレコローマンスタイル60kg級

第 3 位

岩崎　健太
け ん た

さん
（昭和大久保）

レスリング成年
グレコローマンスタイル66kg級

準 優 勝

板倉　史也
ふ み や

さん
（天王字追分出身）
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レスリング競技国体特集号

成年の試合をジャッジ
秋田県レスリング協会副審判委員長

伊藤　幸夫
さ ち お

さん（飯田川下虻川）
五城目町出身で、自身レスリングで国体に出場した経験を持
つ伊藤さん。審判として出場した今国体の感想を伺いました。
「公平で正確なジャッジを心がけて大会に臨み、無事に終え
ることができてよかったです。連日満員の会場の中で、決勝戦
の２試合やエキシビションマッチなどのレベルの高い試合の審
判をすることができ、これからの自信になりました。審判とし
てマットに上がり、地元国体の雰囲気を感じることができて、
本当にいい思い出になりました」

レスリング秋田県チームは、昨年の兵庫国体

での総合３位から躍進し、総合優勝を達成しま

した。10月８日に広域五城目体育館で行われた

総合表彰式で、宮原章監督（成年）に賞状が、

鈴木信行監督（少年）にトロフィーが手渡され

ました。

順位に応じて与えられる得点の合計を競うた

め、少年と成年合わせて15人が出場し、全員が

入賞を果たした秋田県は、２位の静岡県を大き

く引き離しての総合優勝でした。中でも、潟上

市出身の選手、少年の伊藤晃平くん、成年の門

間順輝さん、板倉史也さん、岩崎健太さんの活

躍が光りました。

レスリング競技 総合優勝
力を合わせ目標達成

秋田県勢の戦績（敬称略）

少年フリースタイル

55kg級 利部　　裕（秋田商業高校３年） 準優勝

66kg級 伊藤　晃平（秋田商業高校３年） 第５位

74kg級 桑原　一直（秋田商業高校３年） 準優勝

84kg級 佐藤　良樹（秋田商業高校３年） 第３位

120kg級齊藤信之介（明桜高校２年） 準優勝

少年グレコローマンスタイル

50kg級 菅原　嶺人（秋田商業高校３年） 準優勝

60kg級 小林　雄平（秋田商業高校３年） 第３位

96kg級 菊地　　匠（秋田商業高校３年） 第３位

成年フリースタイル

74kg級 加藤　陽輔（秋田県体育協会） 第３位

84kg級 門間　順輝（日本体育大学３年） 準優勝

96kg級 横山　秀和（秋田商業高校教員） 優　勝

120kg級吉田清太郎（秋田市役所） 優　勝

成年グレコローマンスタイル

55kg級 鈴木　元泰（秋田市役所） 第３位

60kg級 岩崎　健太（オールホンダ） 第３位

66kg級 板倉　史也（青山学院大学４年） 準優勝

レスリング成年
フリースタイル84kg級

準 優 勝

門間　順輝
な お き

さん
（飯田川飯塚出身）

見事総合優勝達成の秋田県チーム
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障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
国
体
と
違
っ
て
、
天

皇
杯
、
皇
后
杯
の
よ
う
に
優
勝
を
競
う
大
会
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
選
手
た
ち
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
全
国

の
仲
間
と
交
流
し
、
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
こ
と
の
喜

び
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
と
し
て
大
き
く
な
れ
る
、

そ
ん
な
大
会
で
す
。
会
場
の
至
る
所
で
介
添
え
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
大
会
関
係
者
、
選
手
た
ち
に
、
い

た
わ
り
の
心
や
相
手
を
思
い
や
る
心
が
芽
生
え
、
緊

張
の
中
に
も
温
か
い
空
気
の
中
で
各
種
競
技
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

閉
会
式
会
場
で
、
障
害
に
負
け
ず
熱
戦
を
繰
り
広
げ

た
選
手
た
ち
の
満
足
げ
な
顔
、
輝
く
よ
う
な
笑
顔
を
見

た
時
、
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
『
き
っ
と
出
会
え

る
　
夢
と
感
動
』
と
い
う
こ
と
ば
の
と
お
り
の
大
会
だ

っ
た
と
実
感
し
ま
し
た
。
本
当
に
い
い
大
会
で
し
た
。

大
会
を
支
え
て
く
れ
た
、
す
べ
て
の
方
々
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

秋田わか杉大会秋田県
選手団団長
秋田県障害者スポーツ
協会会長

菅原　三朗
さ ぶ ろ う

さん
（昭和大久保）

２
回
目
の
出
場
だ
っ

た
の
で
、
落
ち
着
い
て

競
技
す
る
こ
と
が
で

き
、
３
位
と
い
う
結
果

を
収
め
ら
れ
ま
し
た
。

前
回
出
場
し
た
一
昨
年

の
岡
山
大
会
で
は
、
７

位
だ
っ
た
の
で
練
習
の

成
果
が
出
せ
た
か
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。

５
年
ほ
ど
前
に
、
車
い
す
の
仲
間
と
体
験
し
た
の

を
機
に
始
め
た
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
。
こ
の
競
技
は
健
常

者
と
同
じ
大
会
に
出
場
で
き
ま
す
。
ア
テ
ネ
五
輪
銀

メ
ダ
ル
の
山
本
博
さ
ん
と
同
じ
年
な
の
で
「
打
倒
・

山
本
」
を
目
標
に
今
後
も
競
技
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や
観
客
に
支
え
ら
れ
た

こ
の
大
会
を
通
じ
て
、
障
害
を
持
つ
人
に
対
す
る
見

方
が
変
わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

アーチェリー
男子リカーブ30ｍ
ダブルラウンド
第３位

佐藤　　学
まなぶ

さん
（天王字一向）

わか杉国体でもボランティア、わか杉大会でもフライングディスク競技のス
タッフ、ボランティアとして忙しい日が続きましたが、どちらも選手たちの頑
張る姿を目のあたりにし、一緒に感動を味わうことができました。特に、わか
杉大会では、選手たちに不安を与えないよう気を使いました。｢親切な応対｣と
｢ごはんがおいしい｣と喜んでもらいうれしかったですね。
また、皇太子さまがフライングディスク競技をご観戦され、私が競技の説明
をしました。緊張の20分間でしたが、一生の思い出となりました。わか杉国体
も、わか杉大会も最高でした。

秋田県フライングディスク協会副会長
秋田わか杉大会ボランティア

佐藤　勇二
ゆ う じ

さん（天王字北野）

第７回全国障害者スポーツ大会「秋田わか杉大会」が、10月13日から15日までの３日間、県
内７市町で個人競技６、団体競技７、オープン競技１の計14競技が実施されました。
国内最大の障害者スポーツの祭典に、全国から約5,500人が参加。選手役員、そして大会を支
えるボランティアや観客が一体となって熱戦を繰り広げ、数多くの出会いと感動がありました。

試合前の調整をする佐藤さん
（写真提供／県障害者スポーツ協会）



菅原　大志さん 
●トヨタ 
●昭和大久保出身 

ラグビー成年 
優　勝 

桐生健太郎さん 
●秋田西高校３年 
●天王字上北野 

銃剣道少年男子 
第３位 

小玉　健司さん 
●最上屋 
●天王字北野 

ラグビー成年 
優　勝 

鈴木　理恵さん 
●天王みどり学園 
●天王字上江川 

剣道成年女子 
優　勝 

三浦さゆりさん 
●秋田商業高校３年 
●天王大崎 

剣道少年女子 
優　勝 

川上　　淳さん 
●佐藤海事 
●飯田川飯塚 

ラグビー成年 
優　勝 

菊地　勇樹さん 
●秋田ゼロックス 
●飯田川和田妹川 

バスケットボール 
成年男子 第３位 
バスケットボール 
成年男子 第３位 

　社会人トップリーグのトヨタでラ
グビーをやってきましたが、ふるさと
選手として現役最後の試合で、自分を
育ててくれた秋田に「優勝」という形
で恩返しができて満足です。昔の仲間
と一緒にプレーできて、楽しくて、楽
しくて。人生のめぐり合わせに感謝し
てます。秋田国体のおかげで最高のラ
グビー人生となりました。 

　みなさんの応援のおかげで、自分の
力以上のものが出せました。以前負け
た香川を破っての３位はうれしいです。
地元開催、主将、しかも『最低ベスト４』
とみんなに話していたので、とても緊
張しましたが、高校最後の大会を楽し
むことができました。 

　地元の大声援、スタッフや仲間の力
強い応援のおかげで優勝することが
できたと思います。運良く、地元開催
の国体に出場でき、いい経験になりま
した。会場での大声援、大フィーバー
は忘れられません。ありがとうござい
ました。 

　長期間の強化が実り、優勝できた瞬
間みんなで泣きました。すごい声援、
今までにない雰囲気での試合でしたが、
とても楽しかったです。剣道競技の全
種目制覇は、自分たちを支えてくれた
人たちへの最高の恩返しになったと
思います。みどり学園のみんなの応援
がとてもうれしかったです。 

　小学３年生から始めた剣道。秋田商
業高校に入り秋田国体に向けて３年
間強化練習を積み挑んだ国体で、優勝
できて本当にうれしかったです。プレ
ッシャーはすごかったけど、応援に来
てくれた方々の声が力になって勝て
ました。努力は決して裏切らない。後
輩たちにも頑張ってほしいです。 

　地元開催の国体に選手として参加
できたこと、そして優勝することがで
きて本当にうれしく思います。『絶対
優勝！』という思いでチーム一丸とな
って頑張ってきましたので、満足して
います。応援してくださったたくさん
の方々、本当にありがとうございまし
た。 

　大会前にケガをしてしまい、ベスト
な状態で試合に臨めなっかたことや
３位という結果に少し悔いが残ります。
でも、地元の大声援が自分たちを後押
ししてくれました。たくさんの人たち
が自分たちのプレーを見て、バスケッ
トを身近に感じてくれたらうれしい
です。 

佐藤　　瞳さん 

　中学から始めたバレーボールですが、
高校での部活動は予想以上に厳しく
て大変でした。私はセンタープレーヤ
ーですが、このチームでの自分の役割
は『ブロック』なので声を出して、気合
いを入れて頑張りました。最後の大会
で国体３位という好成績を収めるこ
とができたので、一生の思い出になり
ました。 

●聖霊高校３年 
●昭和大久保 

秋
田
県
の
天
皇
杯
・
皇
后
杯
獲
得
に
貢
献 

秋
田
わ
か
杉
国
体
に
出
場
し
た
み
な
さ
ん 

　
　
　
　
　
　
（
市
関
係
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
） 

バレーボール 
少年女子 第３位 
バレーボール 
少年女子 第３位 

ひとみ ゆうき けんたろう 

ひろし けんじ あつし 

り　え 
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空手道少年女子 
第４位 

水球少年男子 
第６位 

柔道少年男子 

門間　千紘さん 
●秋田工業高校２年 
●飯田川飯塚 

猿田　　将さん 
●秋田西高校３年 
●飯田川飯塚 

斎藤　雄仁さん 
●秋田高校３年 
●天王字追分 

水泳少年女子Ａ
 

菅原　　翠さん 

●能代北高校３
年 

●飯田川下虻川
 

軟式野球一般Ａ 

鎌田　雄大さん 
●全農あきた 
●飯田川和田妹川 

陸上少年女子Ａ 陸上少年女子共通 

保坂真衣子さん 
●和洋高校３年 
●昭和豊川株山 

関谷　世奈さん 
●和洋高校２年 
●昭和大久保 

カヌー少年男子 カヌー少年女子 

伊藤　崇将さん 
●五城目高校３年 
●飯田川飯塚 

伊藤　　愛さん 
●五城目高校１年 
●飯田川飯塚 

ボクシング成年 高校野球硬式 

菊地　琢哉さん 
●東京農業大学２年 ●飯田川和田妹川出身 

門間　裕匡さん 
●金足農業高校３年 
●飯田川飯塚 

バスケットボール 
成年男子 第３位 

　地元での国体でかなりプレッシャー
があったので、勝ててホッとしています。
準々決勝では、会場の応援が力になり、
ラスト10秒で逆転勝ちすることがで
きました。町内の人が作ってくれた横
断幕が元気をくれました。感謝してい
ます。 

　秋田国体で勝つために長い期間準備
をしてきたチームのキャプテンだった
ので、プレッシャーがありました。たく
さんの応援の中、自分のやってきたこ
とをやりきることができました。得点
を決めたときのあの大歓声は忘れられ
ません。 

　小学校５年生のときから強化選手と
して、準備をしてきた今国体。先鋒とし
て出場し、自分は勝つことができまし
たが、チームは１回戦で負けてしまい
とても悔しいです。すごい声援の中、試
合をすることができてうれしかったで
す。 

　大会前にケガをしてしまい、納得の
いく結果を残すことはできませんで
したが、高校最後の大会が地元開催の
国体ということで、出場することがで
きてうれしかったです。とてもいい経
験になりました。高校卒業後は秋田を
離れますが、大好きな陸上はこれから
も続けます。今度は社会人として国体
に出場し、いい成績を出せるよう頑張
ります。 

　初めての国体出場で３日前から緊
張が続いていたのですが、本番では調
子が良く、自己ベストタイの好記録を
出すことができました。仲間や先生、
家族の応援もあり楽しく試合をする
ことができましたが、あと一歩のとこ
ろで決勝進出できなかったので、次は、
今回の悔しさをバネに絶対全国入賞
という夢を叶えたいと思っています。 

　観客がいつも
の大会の倍以上

で緊張

したけど、これま
での苦しい練習

と応

援のおかげで自
己ベストタイ記

録を大

舞台で出すこと
ができました。少

年女

子のキャプテン
としてチームを

まとめ

るのに苦労しま
したが、最高の指

導者

と仲間に巡り会
えてよかったで

す。 

　初めての国体出場でしたが、やはり
国体はふつうの大会と雰囲気が違う
なあと感じました。とにかく地元の応
援がすごくて、ありがたかったです。
３年間の練習はきつかったですが、最
後に国体に出ることができて、カヌー
をやってよかったと思っています。 

　わか杉国体では、２回戦で判定負けとなり地元の応援に応えることができず残念でしたが、今後は全日本学生チャンピオンを目指し、頑張ります。 

　中学まではバレーボールをやって
いましたが、経験したことのないス
ポーツをやってみたかったことと、
大きな大会に出れる可能性のあるカ
ヌーを選び、運良く１年生で国体に
出場することができました。来年も
再来年も出場できるよう、しかも結
果を残せるよう、これから一生懸命
練習しようと思いました。 

　夏の甲子園優勝校の佐賀北高校と
対戦し、１－２で負けてしまいまし
たが、長く野球をやることができた
こと、応援してくれるたくさんの人
に自分のプレーを見せられたことが
うれしかったです。 

　スタンドを埋め尽くした地元のみ
なさんから、声援を受けて試合するこ
とができ感動しています。４番として
ランナーを帰すことができなかった
のが残念ですが、来年も国体出場を目
指し頑張ろうと思います。 

バレーボール 
少年女子 第３位 

ひろき 

たかひろ あい たけひろ 

せ　な ま　い　こ 

ちひろ しょう かつひと 

みどり 

たくや 

11

潟上市選手の成績・活躍国体特集号
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二田栄町民泊協力会
９月29日に行われた歓迎会では、地域の
婦人会のみなさんが、島根民謡の「安来節」
に合わせて「どじょうすくい」の踊りを披
露するなど選手たちから喝采を浴びていま
した。
また、島根県出身の天王温泉「くらら」

の大淵泰男支配人が激励に訪れ、「島根から
秋田に来て31年になりました。選手のみな
さんぜひ頑張ってください」と古里から来
た選手たちに必勝エールを送りました。

出会い　 ふれあい　 別れ 
 

天王中羽立民泊協力会
９月28日、「新米」の申込みをした天王中羽立
民泊協力会の歓迎会に、潟上市認定農業者協議会
副会長の安田又吉さんが訪れ、同協力会の安田会
長と一緒に「潟上市の認定農業者がまごころをこ
めて作った『あきたこまち』をどうぞ」と福井県
チームの松田監督（少年）と岡田監督（成年）に
手渡しました。

９月28日、相撲競技の選手・監督たちが続々と潟上市入り。相撲
競技の興奮冷めやらぬ10月３日にはレスリング競技の選手団が到着
しました。
出会い、そして別れ。その中には、温かいもてなしやふれあい、

交流がたくさん詰まっています。
市内が沸き返った2007年の秋。民泊協力会を中心に、みなさんに
紹介します。

大
好
評
だ
っ
た

新
米
・
ナ
シ
「
潟
上
の
食
」

選
手
や
監
督
た
ち
に
大
好
評
だ
っ
た
の
が
食
事
。
旬
の

も
の
を
使
っ
た
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
、
最
終
日

は
秋
田
の
郷
土
料
理
「
き
り
た
ん
ぽ
」
と
心
遣
い
さ
れ
た

献
立
が
選
手
た
ち
の
お
腹
を
満
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ

き
た
こ
ま
ち
の
新
米
は
甘
味
が
あ
っ
て
す
ご
く
お
い
し
い
」

と
何
杯
も
ご
飯
を
お
か
わ
り
す
る
光
景
が
民
泊
拠
点
施
設

で
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

国
体
の
成
功
は
民
泊
に
あ
り
、
そ
し
て
民
泊
の
成
功
は

み
な
さ
ん
の
温
か
い
も
て
な
し
と
愛
情
た
っ
ぷ
り
の
食
事

に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
朝
早
く
か
ら
夜
遅

く
ま
で
頑
張
っ
て
く
れ
た
『
調
理
班
』
の
み
な
さ
ん
に
感

謝
で
す
。

島根県

福井県

民泊した選手らにプレゼントされた
新米「あきたこまち」
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民　泊国体特集号

潟上市内が
　  沸き返った

2007秋 

出会い　 ふれあい　 別れ 
 

出会い 　ふれあい　 別れ 
 

レスリングが
大好きな田口さん
富山県の選手ふた

りの民泊を引き受け
た田口嘉治也さん
（昭和アミダ堂）。

孫の嘉秀くん、可奈
さん、晃大くんは、かつて全国少年少女レスリング選手
権で優勝するなど３人とも大活躍した選手で、レスリン
グとはことのほか縁があります。その後、嘉秀くんも晃
大くんも高校球児になり、レスリングから離れてしまい
ましたが、田口さん宅に泊まった富山県の木下駿くんは
スラリと背の高い選手。中学まで野球をやり、高校に入
ってからレスリングを始めたそうです。「うちの子たちと
逆なんですよ。これも何かの縁ですかね」と目を細める
田口さんご夫妻でした。

ふたりとも相撲会場、レスリング会場の選手休憩所で
主に食事の世話をしました。選手たちから『ありがとう』
といわれるのがうれしかったですね。他県の選手とのふ
れあいはもちろん、ボランティア同士の交流もできて毎
日楽しかったです。若い人
たちからパワーをもらって、
おかげで元気になりました
よ。これからも、自分たち
でできることがあればいつ
でもどこにでも駆けつける
つもりでいます。ほんとに
いい国体でしたね。

夫婦で
ボランティア
竹内　　榮

さかえ

さん

京子
き ょ う こ

さん
（昭和豊川田屋）

潟上市羽立神明民泊協力会
10月４日に行われた歓迎会では、佐藤源之助さんが選手たち
に必勝エールを送ると、京都府選手を代表し、半田守くんが協力
会のみなさんにエールをお返しする場面がありました。「初めて
の民泊ですが、こんなに歓迎してくれてうれしい。思わずお礼を
したくなり踊ってしまった」と半田くん。

岐阜県

京都府

追分西3町内民泊協力会　
９月28日、歓迎会で選手たちの激励のため、「秋田県民歌」と「岐阜県民歌」
を披露。選手たちも一緒に歌い、心がひとつになりました。小森監督は「何度か
民泊を経験しているが、こんな歓迎を受けたのは初めて。選手たちにもいい思い
出になります」と話していました。

会場のいたる所でボランティアが大活躍

得意の弾き語りでエールを送った浅野さん
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新関民泊協力会
10月３日の歓迎会には、民泊家庭のみなさんなど約80
人が参加。菅原会長は「この地は、現在秋田県レスリン
グ協会理事長で、モントリオール五輪銅メダリスト菅原
弥三郎さんの生誕の地です。レスリングにはとても縁の
あるところですからみなさんも頑張ってください」と激
励。また、郷土芸能の「新関ささら」が披露され、力強
い踊りで選手たちにエールを送りました。

●民泊協力会の設立第１号
昨年の６月に、いち早く協力会を設立した新関民泊
協力会。菅原会長は「まずは行動を起こそうと、たま
たま設立第１号になっただけ。民泊受け入れを自治会
組織の世代交代のいい機会ととらえ、協力会の各班の
班長を50歳代、副班長には長老を配置。仕事などで忙
しい班長を副班長がフォローする、これが上手くいき
ました。やはり若い人たちは行動力・柔軟性があり、
大変頼もしかったです。この国体を通して、地域、世
代間の結びつきがさらに強くなった」と話していまし
た。

鶴沼台児童館民泊協力会
７月13日の抽選で山口県チームの受入が決定してから
すぐに、「熱烈歓迎します」と招待状を送り、情報交換と
情報収集に奔走した会長の松井さん。民泊協力会の方々
の協力のもと、会場の飾り付け、山口県のアカマツと潟
上市のクロマツの記念植樹、おすもうさんにはスリッパ
よりもぞうりがいいと手作りの布ぞうりを準備し、歓迎
会から送別会まで、あ
りったけの誠意でおも
てなしをした鶴沼台児
童館民泊協力会のみな
さん。４年後の山口国
体の賛助金を渡すなど
細かい心遣いに感謝感
謝の山口県選手団でし
た。

上出戸
民泊協力会
上出戸民泊協力会の調

理班は総勢11人。調理班
班長の佐沢喜子さんは
「11人と人数が少ない分、
心をひとつにして頑張り
ました。ほぼ全員が毎朝
食・夕食の準備や片づけをしていたので、毎日選手たち
と顔を合わせ、会話を楽しみました。本当のお母さんに
なったみたいでしたよ」と“息子たち”のためなら大変
さもどこへやらといった感じでした。
お母さんたちの心のこもった食事を食べ、熊本県チー
ムは少年男子団体で優勝、総合成績第４位に輝きました。

塩口地区民泊

協力会の米谷久

征さん宅には、

三重県少年チー

ムの主将・森本

巧くんと個人戦

で第３位になっ

た滝田真くんが

民泊しました。

滝田くんは、昨年の全国中
学校相撲選手権大会で

優勝し、中学生横綱になっ
たことのある高校１年生。

「秋田は自然がいっぱい
あって、お米がおいしい

」

と初めて秋田に来た感想を
話していました。米谷さ

んの奥さん洋子さんは、協
力会の調理班も担当して

いて「食事は美味しそうに
たくさん食べてくれる。

将来がとても楽しみでかわ
いいです」と笑顔で話し

てくれました。

栃木県

山口県

熊本県

桜庭定雄さんのお宅では選手、監督ら５人が民泊。ご主人の介護をしながらも快く突然の宿泊依頼を引き受けてくれた“肝っ玉母さん”に「ありがとう」。

団体優勝した少年チームといっしょに

将来有望な高校１年生



『大正琴花かげ会』の会員
が山梨県選手団へエール
会員500人からなる「大正琴花
かげ会」の小松光子さん（昭和大
久保）が山梨県の選手を激励する
ため、レスリング会場を訪れまし
た。会の名称「花かげ」の命名に
ちなんでの交流が山梨県塩山市の
文化協会大正琴部と続いており、
数年前、山梨県でインターハイが
開催されたときに、秋田県選手に応援をいただいたので、今回はそのお
礼として会員がそれぞれ地元の競技会場に駆けつけたというわけです。
秋田銘菓のプレゼントと突然の訪問に、うれしさをかくせない山梨県の
監督さんでした。
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上虻川民泊協力会
上虻川民泊協力会で慰労会を

している石川県チームのところ
に、全日本女子レスリングのヘ
ッドコーチとしてテレビ等でも
おなじみの栄和人さん（中京女
子大レスリング部監督）が突撃訪問しました。石川県チー
ムの吉田コーチのお嬢さんが、栄監督のもとでレスリング
をしているそうで、一番驚いたのは吉田コーチ。選手たち
は大喜び。民泊協力会の人たちは何が何だかわからないの
に拍手喝采。「国体ならではなんだよなあ」と言う栄監督の
の“サプライズ”に会場は大盛り上がりでした。

再会を
約束しました

「前々から生で大相撲
を見たいと思っていまし
た。それが、国体のおか
げで迫力ある相撲を近く

で見ることができ満足です。うちに泊まった片腕の
すもう選手の布施くんは８歳の時に機械に巻き込ま
れ右腕をなくしたことなど身の上話を夜遅くまで話
してくれました。明るくて、やさしくていい子です。
彼の試合は、自分たちの方が緊張して力が入りまし
た。北海道を出て、今は東京の高校で先生をしてい
るそうで、上京した時は連絡をとって会う約束をし
たんですよ。早く会いたくなりました」と話す桜庭
茂さん（天王字羽立片山）ご夫妻でした。

家族みんなでボランティア
宮城県成年Ａの森隆宣さんと須藤嘉

孝さんの民泊を引き受けた上北野民泊
協力会の石垣秀明さんは、セーリング
競技のボランティアのため毎日男鹿市
のマリーナへ通い、母親のフミ子さん
は、商工会女性部の「おもてなし隊」
として、会場でボランティアをしなが
ら宮城県選手の応援にと大忙しでした。

セーリング競技が終わった10月２日の午後、団体予選の応援に秀明さ
んが駆けつけると、森さんと須藤さんが見事勝利。チーム初の１勝と森
さんが個人決勝トーナメントへの進出を決めました。

森さんは「民泊は初めてですが、ホテルに泊まるよりとても環境はい
いです。同じ東北だからかもしれませんね」と話していました。秀明さ
んは「私を待っていたかのように、選手２人が勝ってくれたのがとても
うれしい。選手と４日も一緒にいると、年の離れた兄弟のように感じて
います」と話していました。

愛知県の監督・コーチ
国体では久々の民泊です。何回も国

体に出場していますが、こんな心のこ
もったおもてなしは初めてです。今ま
でで最高の国体でした。選手たちも感
激しています。和田妹川金山地区民泊
協力会のみなさんには会場まで応援に
駆けつけてもらって、しかも熱のこも
った応援に『ほんとにたまげだ』。

出戸新町民泊協力会
９月28日、選手たちが記念の標柱を立て
ました。歓迎会では、出戸小児童による出
戸蒼海太鼓が披露され、歓迎ムードを盛り
上げました。

山形県

石川県



国体への思いを
絵手紙に記し
文化祭に出展

桜庭　静子
し ず こ

さん
（昭和大久保）

長崎県チームを受け
入れた四元宮民泊協力
会の調理班として選手
たちをお世話しました。毎日会場に足を運んで応援したこと、礼儀正しい
子どもたちや準備の１年間を思い、筆を走らせました。
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応援にかけつけた埼玉県のお母さん
宿がとれず困っていたらバイキングに
８人まとめて泊めてもらい、親子共々、
上町町内民泊協力会のお世話になりまし
た。高校生という多感な年頃に『人の親
切』に触れて、これからの人生の宝物に
なると思います。最後の大会でこんなに
良くしていただいて感謝感激です。
上町町内民泊協力会バンザイ!!
わか杉国体最高!!

中町・土手町民泊
協力会と群馬県チー
ムとの送別会には、
選手の親や学校の先
生も参加。みんなで
きりたんぽ鍋を囲み、
選手たちの話に花を
咲かせました。
民泊の感想を求め

られた選手から「心
遣いがうれしかった。
今までで一番の思い出にな
る大会でした」「“おねえさ
んたち”の温かい料理がと
てもおいしかった」とうれ
しい言葉が聞かれました。

群馬の富塚くんと染谷くんを受け入れた
伊藤甚昭

じんしょう

さん・トクエさんご夫妻（飯田川下虻川）

「子どもたちは減
量のため、食事を
抜いたり、水も飲
まなかった。そん
な姿を見ていたの
で、本当に頑張っ
てほしくて、会場
で声を枯らすだけ
応援しました。こ

の２人をお世話できてうれしかった。元気をもらいま
した」と伊藤さん。
送別会に参加した富塚くんのお母さん、かずこさん
は「みなさんの温かさが、子どもたちの力になりまし
た。受け入れていただき本当にありがたかった」と話
していました。

中町・土手町民泊協力会群馬県

選手たちから送られたメッセージ



中
村
玲
子
さ
ん
は
、
相
撲
少
年

の
団
体
で
５
位
に
な
っ
た
香
川
県

の
選
手
、
吉
良
将
弘
く
ん
と
榎
本

勇
起
く
ん
の
民
泊
を
引
き
受
け
ま

し
た
。

中
村
さ
ん
は
、
応
援
に
来
て
い

た
榎
本
く
ん
の
家
族
を
家
へ
招
く

な
ど
、『
香
川
の
親
戚
』
と
し
て

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

国
体
終
了
後
も
手
紙
や
メ
ー
ル

な
ど
で
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
ま

し
た
が
、
中
村
さ
ん
が
瀬
戸
大
橋

を
見
た
こ
と
が
な
い
と
知
っ
た
榎

本
く
ん
の
家
族
が
、「
ぜ
ひ
大
橋

を
見
に
香
川
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
中
村
さ
ん
を
招
待
。
新
潟
に
住

む
孫
と
11
月
２
日
か
ら
４
泊
５
日

で
香
川
に
出
か
け
、
吉
良
く
ん
と

榎
本
く
ん
の
家
族
ら
と
感
動
の
再

会
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
二
人
と
も
、
明
る
く
て
優
し

く
て
と
て
も
親
孝
行
。
民
泊
が
縁

で
、
こ
の
よ
う
な
出
会
い
が
生
ま

れ
た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い

で
す
ね
」
と
今
後
も
相
撲
を
続
け

る
二
人
を
『
秋
田
の
お
母
さ
ん
』

と
し
て
見
守
り
続
け
る
中
村
さ
ん

で
す
。
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国
体
開
催
期
間
中
、
潟
上
市
を

訪
れ
た
選
手
・
監
督
は
、
相
撲
・

レ
ス
リ
ン
グ
両
競
技
を
合
わ
せ
て

約
１，

２
０
０
人
。
こ
の
う
ち
民

泊
で
受
け
入
れ
た
の
は
半
数
以
上

の
約
６
５
０
人
で
し
た
。

本
格
的
に
準
備
に
取
り
掛
か
っ

た
こ
の
１
年
。「
な
ん
と
せ
ば
い
い

べ
か
」
と
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

話
し
合
い
、
受
入
体
制
を
整
え
て

く
れ
た
50
の
民
泊
協
力
会
、
２
９

３
戸
の
受
入
家
庭
の
み
な
さ
ん
。

苦
労
が
多
か
っ
た
分
、
選
手
た
ち

と
の
思
い
出
が
み
な
さ
ん
の
心
に

刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
し
て
、
思
い
が
深
い
分
、
見
送

っ
た
あ
と
の
さ
み
し
さ
も
大
き
か

っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
中
、
現
在
も
手
紙
や
メ

ー
ル
の
交
換
を
し
て
、
こ
の
間
、

選
手
た
ち
に
会
っ
て
き
た
と
い
う

中
村
玲
子
さ
ん
（
天
王
字
二
田
）

を
紹
介
し
ま
す
。

榎本くんの家族を招いての夕食会

茨　城　県 豊川中央 
栃　木　県 新関 
群　馬　県 中町・土手町 
埼　玉　県 上町町内 
千　葉　県 天神下 
神奈川県 豊川かすみ草 
新　潟　県 野村研修センター 
富　山　県 中町・山神・アミダ堂 
石　川　県 上虻川 
福　井　県 昭和みつば館 
静　岡　県 ふたあら 

愛　知　県 和田妹川金山地区 
京　都　府 潟上市羽立神明 
兵　庫　県 飯塚 
和歌山県 川向町内 
島　根　県 南部地区 
香　川　県 田屋 
佐　賀　県 下町 
長　崎　県 四元宮 
熊　本　県 古川町内 
鹿児島県 駅前 

協力会名 都道府県 
（チーム） 

協力会名 都道府県 
（チーム） 

「レスリング競技」民泊受入一覧 

北　海　道 渋谷 
青　森　県 二田三区・二田四区 
岩　手　県 緑町 
宮　城　県 上北野 
山　形　県 出戸新町 
群　馬　県 追分ことぶき荘 
千　葉　県 出戸浜 
東　京　都 天王本郷曲町集会所 
神奈川県 牛坂 
山　梨　県 天王本郷ことぶき荘 

富　山　県 天王羽立北野・塩口北野 
福　井　県 天王中羽立 
静　岡　県 天王大崎 
愛　知　県 三軒屋 
三　重　県 塩口地区 
岐　阜　県 追分西３町内 
大　阪　府 天王羽立 
奈　良　県 天王細谷地区 
和歌山県 二田新町 
島　根　県 二田栄町 

広　島　県 天王児玉 
山　口　県 鶴沼台児童館 
香　川　県 二田二区 
徳　島　県 蒲沼 
高　知　県 二田一区 
福　岡　県 天王下出戸地区 
熊　本　県 上出戸 
宮　崎　県 潟上市二田駅前 
鹿児島県 江川   

協力会名 都道府県 
（チーム） 

協力会名 都道府県 
（チーム） 

協力会名 都道府県 
（チーム） 

「相撲競技」民泊受入一覧 

香
川
で
民
泊
選
手
と
再
会

中
村
　
玲
子

れ

い

こ

さ
ん

（
天
王
字
二
田
）
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国体の大成功を支えてくれた 
　　　　　　民泊協力会へ感謝状 
国体の大成功を支えてくれた 
　　　　　　民泊協力会へ感謝状 

11
月
５
日
、
潟
上
市
民
泊
協
力
会

長
会
議
が
天
王
温
泉
「
く
ら
ら
」
で

開
催
さ
れ
、
50
の
民
泊
協
力
会
の
会

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
各
民
泊
協
力
会
へ
の

感
謝
状
が
、
石
川
市
長
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
協
力
会
会
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。石

川
市
長
は
「
国
体
の
成
功
は
民

泊
に
あ
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
大
成
功
は
民
泊
協
力
会
の
み

な
さ
ん
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
国
体
で
築

い
た
地
域
の
つ
な
が
り
は
、
今
後
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
ま
ち
づ
く
り

に
結
び
つ
く
も
の
と
考
え
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
お
礼

を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
、
三
軒
屋
民
泊
協
力
会
の

菅
原
あ
さ
子
会
長
、
鶴
沼
台
児
童
館

民
泊
協
力
会
の
松
井
征
光
会
長
、
潟

上
市
羽
立
神
明
民
泊
協
力
会
の
伊
藤

義
弘
会
長
、
新
関
民
泊
協
力
会
の
菅

原
金
雄
会
長
の
４
氏
に
よ
る
事
例
発

表
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
協
力
会

で
苦
労
し
た
こ
と
や
選
手
た
ち
と
の

交
流
の
様
子
を
語
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

三
軒
屋
民
泊
協
力
会

会
長
菅
原
あ
さ
子
さ
ん

の
事
例
発
表
よ
り
（
抜
粋
）

９
月
28
日
か
ら
愛
知
県
選
手
団
が
三
軒
屋
に
来
ま
し
た
。
受
入

チ
ー
ム
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
一
人
一
役
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
毎
日
拠

点
施
設
の
飾
り
つ
け
、の
ぼ
り
の
設
置
と
大
忙
し
の
日
々
が
続
き
、

一
人
一
役
ど
こ
ろ
か
、二
役
も
三
役
も
の
頑
張
り
が
あ
り
ま
し
た
。

29
日
の
歓
迎
会
で
は
、
子
供
会
児
童
に
よ
る
元
気
い
っ
ぱ
い
の

ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
し
、
選
手
団
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
こ

の
日
の
夕
食
は
焼
肉
。
鉄
板
で
焼
き
た
て
を
食
べ
て
い
た
だ
こ
う

と
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
炭
を
お
こ
し
、
肉
、
野
菜
、
ご
は
ん
の
お
か
わ

り
自
由
の
大
盤
振
る
舞
い
。
選
手
た
ち
も
残
す
こ
と
な
く
、
す
べ

て
の
料
理
を
食
べ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
民
泊
受
入
家
庭
に
は
気
を
使
わ
せ
た
ば
か
り
か
、
お
金

ま
で
使
わ
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。で
も
だ
れ
一
人
嫌
な
顔
を
せ
ず
、

遠
方
に
い
る
息
子
た
ち
が
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
と
い
う
、
家
族
と

同
じ
気
持
ち
で
も
て
な
し
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
終
日
、
成
年
Ａ
団
体
戦
で
見
事
４
位
入
賞
。
す
ば
ら
し
い
成

績
で
応
援
に
駆
け
つ
け
た
私
た
ち
も
大
喜
び
。
大
会
終
了
後
、
こ

と
ぶ
き
荘
で
昼
食
を
済
ま
せ
、
車
４
台
で
秋
田
空
港
ま
で
送
り
ま

し
た
。
空
港
で
一
人
ひ
と
り
と
握
手
を
し
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
の

帰
り
の
車
中
、
無
事
に
終
わ
っ
た
と
い
う
安
堵
感
と
、
な
ん
と
な

く
「
さ
み
し
く
な
っ
た
な
ぁ
」
と
い
う
気
持
ち
が
…
。

こ
の
大
会
期
間
中
、
住
民
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
。
適

材
適
所
へ
の
役
員
配
置
、
仕
事
を

休
ん
で
の
協
力
、
選
手
た
ち
も
ケ

ガ
や
病
気
も
な
く
、
元
気
に
わ
か

杉
国
体
を
楽
し
ん
で
く
れ
た
と
思

い
ま
す
。

協
力
会
で
頑
張
っ
た
私
た
ち
に

は
家
族
が
増
え
ま
し
た
。
今
年
は

年
賀
状
を
書
く
枚
数
も
増
え
ま
す
。

愛
知
県
選
手
団
、
感
動
と
思
い

出
を
あ
り
が
と
う
。
私
の
一
生
の

宝
と
な
り
ま
し
た
。

盛り上がった歓迎会
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「
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
心
か
ら

の
お
も
て
な
し
に
感
謝
感
激
で
し
た
」

「
潟
上
市
が
第
二
の
ふ
る
さ
と
に
な
り

ま
し
た
」「
息
子
が
た
い
へ
ん
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
」
等
々
―
こ
こ
潟
上
市

で
開
催
さ
れ
た
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

相
撲
競
技
、
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
少
年
男

子
の
終
了
後
、
全
国
各
地
か
ら
多
く
の

礼
状
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
声
は
、
全
国
各
地
の
選

手
や
監
督
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
、
そ
の

家
族
で
あ
っ
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
で
す

が
、
市
民
と
の
温
か
い
交
流
が
育
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

心
技
体
に
鍛
え
抜
か
れ
た
選
手
た
ち

の
自
信
と
誇
り
に
満
ち
た
対
戦
の
数
々

は
、
私
た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
後
押
し
し
た
の
は
、
50
の
民
泊
協
力

会
を
は
じ
め
６
４
５
人
の
選
手
・
役
員

を
も
て
な
し
た
２
９
３
の
民
泊
受
入
れ

家
庭
、
市
民
皆
様
の
熱
い
眼
差
し
で
あ

り
、
声
援
で
あ
り
ま
し
た
。「
国
体
成

功
の
カ
ギ
は
民
泊
に
あ
り
」
で
、
中
に

は
一
挙
８
人
を
受
け
入
れ
た
家
庭
も
あ

り
ま
し
た
。

選
手
の
数
だ
け
ド
ラ
マ
が
あ
り
、
出

会
い
の
数
だ
け
感
動
が
あ
り
ま
し
た
。

声
を
か
ら
し
て
民
泊
選
手
を
応
援
す
る

姿
が
あ
り
ま
し
た
。
選
手
に
と
っ
て
、

監
督
に
と
っ
て
ど
ん
な
に
か
心
強
い
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

先
般
の
民
泊
協
力
会
や
民
泊
受
け
入

れ
家
庭
の
皆
様
と
の
懇
談
の
席
で
も

「
選
手
た
ち
と
別
れ
る
の
が
本
当
に
つ

ら
か
っ
た
」「
ま
た
の
再
会
を
約
束
し

た
」「
新
米
を
送
っ
て
や
っ
た
」
等
々
、

ま
る
で
我
が
家
族
の
よ
う
に
話
す
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
正
に
人
生
一
期
一
会

を
実
感
す
る
ひ
と
と
き
で
も
あ
り
ま
し

た
。さ

あ
、
今
度
は
、「
平
成
の
ま
ご
こ

ろ
国
体
」
と
し
て
得
ら
れ
た
こ
れ
ら
の

貴
重
な
体
験
や
交
流
を
こ
れ
か
ら
の
私

た
ち
の
生
活
に
ど
う
、
活
か
し
て
い
く

か
で
あ
り
ま
す
。
合
併
３
年
目
、「
感

動
」
と
「
勇
気
」
と
、
そ
し
て
「
自
信
」。

今
号
の
広
報
「
か
た
が
み
」
を
国
体
特

集
号
と
し
て
思
い
出
を
語
り
継
ぎ
、
そ

の
思
い
出
を
よ
り
鮮
烈
な
も
の
と
し

て
、
今
度
は
ま
ち
づ
く
り
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
え
て
い
く
こ
と
を
確
認
で
き
れ

ば
、
た
い
へ
ん
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

最
後
に
市
民
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し

上
げ
、
お
礼
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

ま
ち
づ
く
り
へ
新
た
な
ス
タ
ー
ト

秋
田
わ
か
杉
国
体
潟
上
市
実
行
委
員
会

会
長
　
潟
上
市
長

石
　
川
　
光
　
男




